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第30回

　　　新潟県大会
▽
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的

　
　
青
年
の
皆
さ
ん
が
何
を
感
じ
、

　
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
一
般
の

　
人
々
に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、

　
若
い
世
代
の
清
新
に
し
て
、
か
つ

　
建
設
的
な
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

　
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▽
今
年
の
テ
ー
マ

　
①
青
春
・
こ
こ
に
打
ち
込
む
。

　
　
仕
事
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
冒

　
険
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
な
ど
、
い
ま
あ
な
た
が
打

　
ち
込
ん
で
い
る
も
の
、
青
春
を
生

　
き
て
い
る
と
感
じ
る
も
の
は
何
ん

　
で
す
か
。

②
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も

　
　
の
。

　
　
あ
る
人
物
、
あ
る
事
件
、
あ
る

書
物
と
の
出
会
い
。
あ
な
た
を
挫

折
、
失
敗
か
ら
立
直
ら
せ
た
も
の
。

友
情
、
な
か
ま
同
志
の
連
帯
、
師

　
の
恩
、
家
族
の
愛
情
な
ど
。
あ
な

　
た
は
そ
こ
か
ら
何
を
得
ま
し
た
か
。

　
③
い
ま
、
日
本
人
の
ひ
と
り
と
し

　
　
て
。

　
　
あ
な
た
は
今
ま
で
の
自
分
の
体

　
験
を
通
し
て
、
日
本
に
つ
い
て
考

　
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

　
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
若
い
世
代

　
か
ら
訴
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
す

　
れ
ば
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

※
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
以
上
の
三
つ

　
で
す
。
な
お
、
テ
ー
マ
の
趣
旨
に

　
沿
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
題
名
は

　
自
由
に
つ
け
て
結
構
で
す
。

※
五
分
以
内
で
発
表
が
終
わ
る
よ
う

　
ま
と
め
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

　
紙
四
枚
以
内
）
原
稿
に
応
募
票
を

　
添
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
稿
締
切

　
十
月
二
十
一
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効
。

▽
参
加
資
格

　
新
潟
県
に
お
住
ま
い
の
昭
和
三
十

　
三
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十

　
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
方
。

▽
新
潟
県
大
会

　
十
一
月
二
十
日
（
日
）
午
後
一
時

　
N
H
K
新
潟
放
送
局

▽
放
送
日

　
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

　
ラ
ジ
オ
第
一
、
午
前
十
一
時
か
ら

　
十
一
時
五
十
五
分
。

▽
賞
　
原
稿
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
は
県

　
大
会
に
出
場
。
最
優
秀
、
優
秀
の

　
の
か
た
に
は
賞
状
、
賞
品
を
、
ま

　
た
出
場
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り

　
ま
す
。

　
最
優
秀
の
方
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　
で
行
な
う
全
国
大
会
出
場
者
選
考

　
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

　
こ
で
全
国
大
会
出
場
者
を
選
び
ま

　
す
。

▽
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

51

新
潟
市
川
岸
町
一
ー
四
九

　〒
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主

　
張
」
係
含
。
．
蓋
、
「
、
…
一
、
一
丁
二
二

励
押
北
電
力

▽
十
月
二
十
日
（
木
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

・
上
之
山
、
西
の
前
、
北
浦
田

　
曽
根
、
新
田
、
湯
の
島
、
豊
田
、

　
坂
中
、
月
池
、
中
立
山
、
中
原
、

　
田
麦
立
。

▽
十
月
二
十
七
日
（
木
）

。
午
前
三
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で

。
新
山
、
小
谷
、
水
梨
、
大
荒
戸
、

　
黒
倉
、
修
業
者
、
藤
原
、
曽
根
、

　
西
之
前
、
北
浦
田
、
新
田
、
豊
田
、

　
上
之
山
、
湯
之
島
、
坂
中
、
月
池
、

　
中
立
山
、
田
麦
立
、
中
原
。

松
之
山
の
一
部
。

入
＊
結
果

　
　
　
　
　
9
月

▽
建
第
三
十
三
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
工
事
、
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

戸
．
．
．
廿

　
県
の
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
の
出
先

機
関
で
あ
る
、
上
越
地
区
婦
人
就
業

援
助
相
談
室
で
は
、
月
曜
日
と
金
曜

日
の
週
二
回
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所

二
階
で
内
職
相
談
室
を
開
い
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

①
内
職
の
相
談
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
ま

　
す
。

②
内
職
発
注
事
業
所
の
求
人
申
し
込

　
み
を
利
用
下
さ
い
。

③
内
職
に
必
要
な
技
術
指
導
を
い
た

　
し
ま
す
。

④
内
職
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
調
査

　
を
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
内
職
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
行
い
ま

　
す
。

▽
上
越
市
本
城
町
九
番
十
二
号

　
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所

　
上
越
地
区
婦
人
就
業
援
助
相
談
室

　
君
〇
二
五
五
（
二
三
）
六
一
二
一

ロ
う
ぶ
声

鈴
木
大
輔

村
山
　
　
健

□
新
婚
さ
ん

（
小
谷
・
淳
の
長
男
）

（
坪
野
・
末
男
の
長
男
）

▽
産
第
十
四
号
・
県
単
農
道
工
事

　
新
田
地
内
延
長
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
、
三
五
〇
万
円

■
お
く
や
み

　
佐
藤
定
平
㈹

中
島
善
次
郎
圃

福
原
　
ス
ミ
㈱

福
原
　
　
實
㈱

佐
藤
　
信
吉
㈲

（
天
水
越
・
紺
屋
）

（
水
梨
・
中
田
）

（
坪
野
・
菊
屋
）

（
坪
野
・
上
峰
）

（
天
水
越
・
東
）
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型勉、膨

1，600人楽しむ

　
冬
型
の
気
圧
配
置
に
見
ま
わ
れ
、

朝
か
ら
み
ぞ
れ
ま
じ
り
と
な
り
、
こ

の
秋
一
番
の
冷
え
こ
み
と
な
っ
た

十
月
最
後
の
日
曜
日
の
三
十
日
、
第

二
回
農
業
祭
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
約
一
、
六
〇
〇
人
の
人
出
で
賑
わ

っ
た
。

　
農
業
祭
会
場
の
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
前
の
お
ま
つ
り
広
場
で
は

牛
肉
、
と
り
た
て
の
野
菜
の
即
売
や

村歌舞伎とは思えない見事な演技

農
機
具
、
除
雪
機
械
の
展
示
即
売
、

錦
鯉
の
品
評
会
が
。
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
で
は
ポ
ン
菓
子
、
も
ち
つ
き
大

会
、
樽
酒
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
昼
食
に
は
無
料
提
供
の

手
打
そ
ば
、
も
ち
、
こ
し
ひ
か
り
の

お
に
ぎ
り
な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
美
術
展
や
わ

が
家
の
農
産
加
工
の
手
づ
く
り
食
品

七
十
点
が
展
示
さ
れ
た
。

No．931川II””“”ll川1III””””1【3】1””“1”1”1”1”ll””””II”III””lll”””ll”“ll”1”1”1”“”1”””1”II”””i”“11”””ll”lll””1”1”1””1””””1””1”””II””1”1””広報まつのやま

2回

秋冷に

　
体
育
館
で
は
地
元
の
人
達
の
芸
能

祭
が
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
歌
舞
伎
、
民
謡
、
太
鼓
や
三

味
線
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
外
の
肌

寒
さ
と
は
う
ら
は
ら
に
体
育
館
は
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　
上
川
手
歌
舞
伎
は
三
十
四
年
ぶ
り

の
公
演
で
、
年
配
者
は
歌
舞
伎
の
懐

し
さ
と
名
演
技
に
涙
を
流
し
て
み
て

い
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
会
員
二
十
名
（
家

族
四
十
六
名
V
も
農
業
祭
に
訪
れ
、

こ
の
会
の
総
会
を
開
き
、
経
過
報
告

や
代
表
者
の
選
任
な
ど
を
決
め
た
あ

と
、
中
原
地
内
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

を
視
察
し
ナ
メ
コ
と
観
光
農
園
で
と

れ
た
ア
ズ
キ
を
み
や
げ
に
楽
し
い
秋

の
一
日
を
過
し
た
。



1
①
卜
o
う
ー

””IIll”””1”1”昭和58年11月10日”“1”1“”1””1”il”II”1”1””””ll”””IIl”””””llII””1”1”III””lll”1””II”””””1””””””1”II”III”””ll”1”1”1”1”II”1”1”lll”1”1”【2】1”1””1”1

型勉、膨

1，600人楽しむ

　
冬
型
の
気
圧
配
置
に
見
ま
わ
れ
、

朝
か
ら
み
ぞ
れ
ま
じ
り
と
な
り
、
こ

の
秋
一
番
の
冷
え
こ
み
と
な
っ
た

十
月
最
後
の
日
曜
日
の
三
十
日
、
第

二
回
農
業
祭
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
約
一
、
六
〇
〇
人
の
人
出
で
賑
わ

っ
た
。

　
農
業
祭
会
場
の
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
前
の
お
ま
つ
り
広
場
で
は

牛
肉
、
と
り
た
て
の
野
菜
の
即
売
や

村歌舞伎とは思えない見事な演技

農
機
具
、
除
雪
機
械
の
展
示
即
売
、

錦
鯉
の
品
評
会
が
。
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
で
は
ポ
ン
菓
子
、
も
ち
つ
き
大

会
、
樽
酒
、
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
昼
食
に
は
無
料
提
供
の

手
打
そ
ば
、
も
ち
、
こ
し
ひ
か
り
の

お
に
ぎ
り
な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
美
術
展
や
わ

が
家
の
農
産
加
工
の
手
づ
く
り
食
品

七
十
点
が
展
示
さ
れ
た
。

No．931川II””“”ll川1III””””1【3】1””“1”1”1”1”ll””””II”III””lll”””ll”“ll”1”1”1”“”1”””1”II”””i”“11”””ll”lll””1”1”1””1””””1””1”””II””1”1””広報まつのやま

2回

秋冷に

　
体
育
館
で
は
地
元
の
人
達
の
芸
能

祭
が
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
歌
舞
伎
、
民
謡
、
太
鼓
や
三

味
線
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
外
の
肌

寒
さ
と
は
う
ら
は
ら
に
体
育
館
は
熱

気
に
つ
つ
ま
れ
た
。

　
上
川
手
歌
舞
伎
は
三
十
四
年
ぶ
り

の
公
演
で
、
年
配
者
は
歌
舞
伎
の
懐

し
さ
と
名
演
技
に
涙
を
流
し
て
み
て

い
た
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
会
員
二
十
名
（
家

族
四
十
六
名
V
も
農
業
祭
に
訪
れ
、

こ
の
会
の
総
会
を
開
き
、
経
過
報
告

や
代
表
者
の
選
任
な
ど
を
決
め
た
あ

と
、
中
原
地
内
の
「
ふ
る
さ
と
の
森
」

を
視
察
し
ナ
メ
コ
と
観
光
農
園
で
と

れ
た
ア
ズ
キ
を
み
や
げ
に
楽
し
い
秋

の
一
日
を
過
し
た
。



l
O
霧
1

昭和58年11月10日　1”“II”1”””””II””””“1”””lllII”IIIII”Illl”1”II“”””””ll”IIll“1”””1””ll“”1”ll“1”””””1”IllIlll””“”1”1”1”“1”II”lll””“1”【4】

第
2
回郡
美
術
展

▲「バラ」草村慶子（湯山）

町
か
ら
奨
励
賞
5
人

　
第
二
回
郡
美
術
展
が
十
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、

安
塚
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
書
道
六
十
九
点
、
絵
画
四
十
五
点
、

彫
塑
工
芸
三
十
七
点
、
写
真
百
六
点

の
四
部
門
に
二
五
七
点
の
力
作
が
出

品
さ
れ
各
部
門
と
も
郡
展
賞
一
点
と

奨
励
賞
数
点
が
選
ば
れ
た
。

〈
「
木
彫
裸
婦
」
丸
山
寅
吉
（
小
谷
）

　
松
之
山
町
か
ら
は
三
十
九
点
が
出

品
さ
れ
、
書
道
で
相
沢
久
子
さ
ん
（
水

梨
）
と
小
野
塚
弘
子
さ
ん
（
湯
本
）

絵
画
で
小
見
美
晴
さ
ん
（
黒
倉
）
と

草
村
慶
子
さ
ん
（
湯
山
）
彫
塑
工
芸

で
丸
山
寅
吉
さ
ん
（
小
谷
）
の
五
人

が
奨
励
賞
に
耀
い
た
。

〈
「
漠
詩
」
相
沢
久
子
（
水
梨
）

▲「五月の風」小見美晴（黒倉）

「
病
中
聞
雨
」
小
野
塚
弘
子
（
湯
本
）
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三
省
工
業
団
地

に
栃
木
県
足
利
市

に
本
社
が
あ
る
川

岸
縫
製
の
松
之
山

工
場
が
十
月
十
五

日
か
ら
操
業
を
開

始
し
た
。

　
こ
の
会
社
は
主

に
女
性
肌
着
の
縫

製
工
場
で
、
会
社

で
は
当
初
二
十
名

の
女
性
工
員
で
操

業
し
た
い
意
向
で

あ
っ
た
が
、
人
員

確
保
が
出
来
ず
と

り
あ
え
ず
十
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
操
業
に
先
だ
ち
、

十
月
十
四
日
工
場

の
完
成
開
所
式
が

川
岸
社
長
、
会
社

関
係
者
、
町
長
、

町
議
、
部
落
総
代

さ
ん
な
ど
五
十
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　
「
こ
の
工
場
が
り
っ
ぱ
に
育
つ
よ

う
工
場
で
働
く
皆
さ
ん
か
ら
も
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
町
長
の
挨

拶
と
「
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
り
っ

ぱ
な
工
場
が
出
来
て
喜
ん
で
い
る
。

松
之
山
の
明
か
る
い
将
来
の
た
め
に

皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
川
岸
社
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

、
　
卦懸

勲

ト
ン
ネ
ル

が
完
成
、
ト
ン
ネ
ル
工
費
を
含
め
る

と
総
額
六
十
二
億
円
の
巨
費
が
投
入

さ
れ
た
。

　
儀
明
峠
は
曲
折
す
る
カ
ー
ブ
と
急

勾
配
の
坂
道
で
交
通
事
故
の
多
発
地

で
死
亡
事
故
も
出
て
い
る
難
所
、
工

事
の
完
成
で
冬
期
間
の
雪
崩
や
車
の

ス
リ
ッ
プ
の
危
険
か
ら
開
放
さ
れ
、

上
越
方
面
の
冬
の
観
光
誘
客
に
、
町

は
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
国
道
二
五
三
号
、

　
　
儀
明
峠
の
道
路
改

　
　
良
工
事
、
大
平
工

　
　
区
最
後
の
赤
倉
大

　
　
橋
（
全
長
一
四
五

　
　
メ
ー
ト
ル
、
工
費

　
　
約
三
億
九
千
万
円
）

　
　
が
開
通
し
た
。

　
　
　
十
月
二
十
六
日
、

　
　
国
会
議
員
や
県
、

　
　
大
島
村
の
関
係
者
、

　
　
地
区
の
人
た
ち
な

　
　
ど
約
百
人
が
出
席

　
　
し
て
橋
の
渡
り
初

　
　
め
と
、
こ
の
工
区

　
　
の
開
通
式
が
行
な

　
　
わ
れ
た
。

　
　
　
こ
の
大
平
工
区

　
　
　
（
大
平
～
儀
明
問
、

　
　
五
、
六
七
ニ
メ
ー
ト

　
　
ル
）
は
昭
和
四
＋

　
　
七
年
に
着
工
し
五

　
　
十
四
年
に
は
儀
明

（
二
、
一
〇
ニ
メ
ー
ト
ル
V
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第
2
回郡
美
術
展

▲「バラ」草村慶子（湯山）

町
か
ら
奨
励
賞
5
人

　
第
二
回
郡
美
術
展
が
十
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、

安
塚
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
書
道
六
十
九
点
、
絵
画
四
十
五
点
、

彫
塑
工
芸
三
十
七
点
、
写
真
百
六
点

の
四
部
門
に
二
五
七
点
の
力
作
が
出

品
さ
れ
各
部
門
と
も
郡
展
賞
一
点
と

奨
励
賞
数
点
が
選
ば
れ
た
。

〈
「
木
彫
裸
婦
」
丸
山
寅
吉
（
小
谷
）

　
松
之
山
町
か
ら
は
三
十
九
点
が
出

品
さ
れ
、
書
道
で
相
沢
久
子
さ
ん
（
水

梨
）
と
小
野
塚
弘
子
さ
ん
（
湯
本
）

絵
画
で
小
見
美
晴
さ
ん
（
黒
倉
）
と

草
村
慶
子
さ
ん
（
湯
山
）
彫
塑
工
芸

で
丸
山
寅
吉
さ
ん
（
小
谷
）
の
五
人

が
奨
励
賞
に
耀
い
た
。

〈
「
漠
詩
」
相
沢
久
子
（
水
梨
）

▲「五月の風」小見美晴（黒倉）

「
病
中
聞
雨
」
小
野
塚
弘
子
（
湯
本
）
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三
省
工
業
団
地

に
栃
木
県
足
利
市

に
本
社
が
あ
る
川

岸
縫
製
の
松
之
山

工
場
が
十
月
十
五

日
か
ら
操
業
を
開

始
し
た
。

　
こ
の
会
社
は
主

に
女
性
肌
着
の
縫

製
工
場
で
、
会
社

で
は
当
初
二
十
名

の
女
性
工
員
で
操

業
し
た
い
意
向
で

あ
っ
た
が
、
人
員

確
保
が
出
来
ず
と

り
あ
え
ず
十
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
操
業
に
先
だ
ち
、

十
月
十
四
日
工
場

の
完
成
開
所
式
が

川
岸
社
長
、
会
社

関
係
者
、
町
長
、

町
議
、
部
落
総
代

さ
ん
な
ど
五
十
人

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

　
「
こ
の
工
場
が
り
っ
ぱ
に
育
つ
よ

う
工
場
で
働
く
皆
さ
ん
か
ら
も
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
町
長
の
挨

拶
と
「
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
り
っ

ぱ
な
工
場
が
出
来
て
喜
ん
で
い
る
。

松
之
山
の
明
か
る
い
将
来
の
た
め
に

皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
川
岸
社
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

、
　
卦懸

勲

ト
ン
ネ
ル

が
完
成
、
ト
ン
ネ
ル
工
費
を
含
め
る

と
総
額
六
十
二
億
円
の
巨
費
が
投
入

さ
れ
た
。

　
儀
明
峠
は
曲
折
す
る
カ
ー
ブ
と
急

勾
配
の
坂
道
で
交
通
事
故
の
多
発
地

で
死
亡
事
故
も
出
て
い
る
難
所
、
工

事
の
完
成
で
冬
期
間
の
雪
崩
や
車
の

ス
リ
ッ
プ
の
危
険
か
ら
開
放
さ
れ
、

上
越
方
面
の
冬
の
観
光
誘
客
に
、
町

は
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
国
道
二
五
三
号
、

　
　
儀
明
峠
の
道
路
改

　
　
良
工
事
、
大
平
工

　
　
区
最
後
の
赤
倉
大

　
　
橋
（
全
長
一
四
五

　
　
メ
ー
ト
ル
、
工
費

　
　
約
三
億
九
千
万
円
）

　
　
が
開
通
し
た
。

　
　
　
十
月
二
十
六
日
、

　
　
国
会
議
員
や
県
、

　
　
大
島
村
の
関
係
者
、

　
　
地
区
の
人
た
ち
な

　
　
ど
約
百
人
が
出
席

　
　
し
て
橋
の
渡
り
初

　
　
め
と
、
こ
の
工
区

　
　
の
開
通
式
が
行
な

　
　
わ
れ
た
。

　
　
　
こ
の
大
平
工
区

　
　
　
（
大
平
～
儀
明
問
、

　
　
五
、
六
七
ニ
メ
ー
ト

　
　
ル
）
は
昭
和
四
＋

　
　
七
年
に
着
工
し
五

　
　
十
四
年
に
は
儀
明

（
二
、
一
〇
ニ
メ
ー
ト
ル
V



”lllllml【7】ll”IIll”IIlll”IIIII”1”II”1”1”II”1”””lll“II”1”1”“1”lll””II”ll””1”Ill”II””1“”“1”Ill”ll””””lll”“Illlll””””1”1“III”1”1広報まつのやま　Nα93”””””””1”llI

棄粥見だ食’

不足すると

　ロ角炎や角膜炎などの原因に

ピタミンB2の働き

糖質、脂質、タンパク質は、体の中で分解されエ

ネルギーを発生します。ビタミンB2は、このエルギ

ーの発生を円滑に進める働きをもつ重要な栄養素で

す。

不足するとどうなるか

　ビタミンB、が不足すると、皮膚や粘膜、目に異状

がみられるようになります。具体的には、次のよう

な病気となって現れます。

●口角炎……口の端がただれる

●舌　炎・・…●舌がただれる

●結膜炎……白目やまぶたの裏に炎症が起こる

●角膜炎……黒目に炎症が起こる

これらの病気にかかっている人は’ビタミンB2ば

かりでなく、同じビタミンの一種である、ナイアシン

も不足ぎみです。

どんな食晶に含まれるか

ビタミンB、を多く含む食品として、次のようなも

のが挙げられます。牛乳、レバー、緑黄色野菜、卵

など。

成人1日当たりの所要量は1．3ミリグラムです。こ

の量を満たすには、上に挙げた食品のほかにも肉や

魚を食べてビタミンB、を補給する必要があります。

　　　＿獣耀、
一方、干ししいたけや脱脂粉乳など低エネルギー

の食品にも多量に含まれていますから、肥満や糖尿

病で、“エネルギー制限昏を受けている人でも所要量

は十分確保できます。

摂取するときの注意

ビタミンB2は熱には比較的強い栄養素です。しか

し、水に溶ける性質があるため、調理の段階で失わ

れやすい欠点があります。

また、次のような場合には必要量が増加するとい

われています。①タンパク質の欠乏②抗生物質の

使用　③ストレスの増加④深酒

　これらの場合以外にも、糖質などエネルギー源を

多く取ったときには、それに応じて必要量が増加し

ます。

事
業
主
の
皆
さ
ん

　
　
　
労
働
保
険
の
加
入
を

　
県
内
の
各
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
　
所
が
未
加
入
の
現
状
で
す
。

十
一
月
を
「
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
　
　
　
加
入
し
て
い
な
い
と
失
業
の
補
償

間
」
と
定
め
、
労
働
保
険
の
加
入
を
　
　
や
再
就
職
、
労
働
者
の
福
祉
な
ど
で

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
全
面
適
用
　
　
の
で
早
速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

と
な
り
、
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
　
　
だ
さ
い
。

し
て
い
る
事
業
主
は
、
当
然
適
用
と
　
　
　
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
の
一
部
は

し
て
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
　
任
意
加
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）
　
　
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
公
共

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
多
数
の
事
業

防
災
カ
カ
シ
で

　
　
　
火
の
用
心
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
で
は
、
毎
年
秋
の
火
災
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
を
雪
に
よ
る
運
動
低
下
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
一
カ
月
繰
上
げ
て
実
施
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
今
年
も
十
月
二
十
六
日
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩
　
　
週
間
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
東
頸
消
防
署
で
は
、
最
近
姿
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ら
れ
な
く
な
っ
た
大
き
な
カ
カ
シ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
作
り
松
之
山
町
の
入
口
（
池
尻
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
国
道
沿
い
に
立
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
交
通
安
全
と
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
た
。
年
末
を
控
え
、
な
に
か
と
あ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
た
だ
し
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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総合成績

優勝松里A1時36分05秒

準優勝松之山A　1．36．16

3位浦田A1．36．31

4位布川A1．36．35
5　位松之山B　1．38．07

6位三省A1．38．09

区間優勝者

優
勝
は
松
里
（
A
）

準
優
勝
に
松
之
山
（
A
）
チ
ー
ム

　
第
二
回
町
駅
伝
大
会
が
十
月
十
日
　
　
の
二
十
五
・
八
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
小
学

体
育
の
日
に
十
一
チ
ー
ム
が
出
場
し
　
　
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
青
年
、
成

町
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
健
脚
を
　
　
年
、
壮
年
の
各
層
の
男
女
選
手
編
成

競
い
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
　
　
で
地
区
対
抗
で
競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
年
は
四
区
間
減
ら
し
十
五
区
間
　
　
　
前
半
は
浦
田
A
チ
ー
ム
と
松
里
A

区間 氏　　　名（チーム名） 時　　間 選手年齢 区　　　　　間 距　離

1 相沢美代子（三　省B） 3分12秒 31～40女 湯之島～上之山 0．9km

2 山岸　光一（浦　田A） 5．04 小学生男 上之山～曽　　根 1．6

3 高橋　忠則（松　里A） 7．12 31～40男 曽　　根～修業者 1．7

4 佐藤　成男（松　里A） 6．32 高校生男 修業者～松之山 2．2

5 村山　忠男（松　里B〉 7．08 31～40男 松之・山～境　　松 2．0

6 竹内由可里（浦　田A） 3．17 小学生女 堺　　松～大荒戸 1．0

7 山岸　貞雄（松之山A） 4．11 41以上男 大荒戸～堺　　松 1．0

8 高橋トモ子（松　里A） 3．10 18～30女 堺　　松～松之山 1．0

9 井川　勝博（布　川A） 5．04 中学生男 松之山～坂　　下 1．8

10 村山　幸夫（布　川A） 8．41 18～30男 坂　　下～五十子平 2．2

11 小堺モト子（浦　田A） 3．58 中学生女 五十子平～東　　川 1．3

12 相沢　義和（布　川A） 7．40 中学生男 東　　川～藤　　倉 2．0

13 高沢　保彦（松　里B） 9．57 18～30男 藤　　倉一中　　坪 2．6

14 相沢　幸一（三　省A） 7．59 高校生男 中　　坪～湯　　本 2．8

15 村山　知子（松之山A） 6．11 高校生女 湯　　本～体育館 1．7

チ
ー
ム
が
ぬ
い
た
り
ぬ
か
れ
た
り
の

接
戦
が
続
い
て
い
た
。
中
盤
の
九
区

間
か
ら
布
川
チ
ー
ム
が
頑
張
り
十
二

区
間
で
一
時
ト
ッ
プ
に
た
つ
な
ど
各

チ
ー
ム
と
も
よ
く
頑
張
り
、
最
後
の

十
五
区
間
で
激
し
い
戦
い
が
見
ら
れ
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
、
続
い
て

十
四
区
間
ま
で
四
位
に
い
た
松
之
山

A
チ
ー
ム
が
二
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

た
。

ー
P
o
o
o
り
ー
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棄粥見だ食’

不足すると

　ロ角炎や角膜炎などの原因に

ピタミンB2の働き

糖質、脂質、タンパク質は、体の中で分解されエ

ネルギーを発生します。ビタミンB2は、このエルギ

ーの発生を円滑に進める働きをもつ重要な栄養素で

す。

不足するとどうなるか

　ビタミンB、が不足すると、皮膚や粘膜、目に異状

がみられるようになります。具体的には、次のよう

な病気となって現れます。

●口角炎……口の端がただれる

●舌　炎・・…●舌がただれる

●結膜炎……白目やまぶたの裏に炎症が起こる

●角膜炎……黒目に炎症が起こる

これらの病気にかかっている人は’ビタミンB2ば

かりでなく、同じビタミンの一種である、ナイアシン

も不足ぎみです。

どんな食晶に含まれるか

ビタミンB、を多く含む食品として、次のようなも

のが挙げられます。牛乳、レバー、緑黄色野菜、卵

など。

成人1日当たりの所要量は1．3ミリグラムです。こ

の量を満たすには、上に挙げた食品のほかにも肉や

魚を食べてビタミンB、を補給する必要があります。

　　　＿獣耀、
一方、干ししいたけや脱脂粉乳など低エネルギー

の食品にも多量に含まれていますから、肥満や糖尿

病で、“エネルギー制限昏を受けている人でも所要量

は十分確保できます。

摂取するときの注意

ビタミンB2は熱には比較的強い栄養素です。しか

し、水に溶ける性質があるため、調理の段階で失わ

れやすい欠点があります。

また、次のような場合には必要量が増加するとい

われています。①タンパク質の欠乏②抗生物質の

使用　③ストレスの増加④深酒

　これらの場合以外にも、糖質などエネルギー源を

多く取ったときには、それに応じて必要量が増加し

ます。

事
業
主
の
皆
さ
ん

　
　
　
労
働
保
険
の
加
入
を

　
県
内
の
各
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
　
所
が
未
加
入
の
現
状
で
す
。

十
一
月
を
「
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
　
　
　
加
入
し
て
い
な
い
と
失
業
の
補
償

間
」
と
定
め
、
労
働
保
険
の
加
入
を
　
　
や
再
就
職
、
労
働
者
の
福
祉
な
ど
で

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
全
面
適
用
　
　
の
で
早
速
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

と
な
り
、
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
　
　
だ
さ
い
。

し
て
い
る
事
業
主
は
、
当
然
適
用
と
　
　
　
た
だ
し
、
農
林
水
産
業
の
一
部
は

し
て
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
　
任
意
加
入
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）
　
　
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
公
共

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
多
数
の
事
業

防
災
カ
カ
シ
で

　
　
　
火
の
用
心
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
で
は
、
毎
年
秋
の
火
災
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
を
雪
に
よ
る
運
動
低
下
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
一
カ
月
繰
上
げ
て
実
施
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
今
年
も
十
月
二
十
六
日
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩
　
　
週
間
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
東
頸
消
防
署
で
は
、
最
近
姿
が
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ら
れ
な
く
な
っ
た
大
き
な
カ
カ
シ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
作
り
松
之
山
町
の
入
口
（
池
尻
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
国
道
沿
い
に
立
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
　
交
通
安
全
と
火
の
用
心
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
た
。
年
末
を
控
え
、
な
に
か
と
あ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
た
だ
し
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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総合成績

優勝松里A1時36分05秒

準優勝松之山A　1．36．16

3位浦田A1．36．31

4位布川A1．36．35
5　位松之山B　1．38．07

6位三省A1．38．09

区間優勝者

優
勝
は
松
里
（
A
）

準
優
勝
に
松
之
山
（
A
）
チ
ー
ム

　
第
二
回
町
駅
伝
大
会
が
十
月
十
日
　
　
の
二
十
五
・
八
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
小
学

体
育
の
日
に
十
一
チ
ー
ム
が
出
場
し
　
　
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
青
年
、
成

町
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
健
脚
を
　
　
年
、
壮
年
の
各
層
の
男
女
選
手
編
成

競
い
松
里
A
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。
　
　
で
地
区
対
抗
で
競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
年
は
四
区
間
減
ら
し
十
五
区
間
　
　
　
前
半
は
浦
田
A
チ
ー
ム
と
松
里
A

区間 氏　　　名（チーム名） 時　　間 選手年齢 区　　　　　間 距　離

1 相沢美代子（三　省B） 3分12秒 31～40女 湯之島～上之山 0．9km

2 山岸　光一（浦　田A） 5．04 小学生男 上之山～曽　　根 1．6

3 高橋　忠則（松　里A） 7．12 31～40男 曽　　根～修業者 1．7

4 佐藤　成男（松　里A） 6．32 高校生男 修業者～松之山 2．2

5 村山　忠男（松　里B〉 7．08 31～40男 松之・山～境　　松 2．0

6 竹内由可里（浦　田A） 3．17 小学生女 堺　　松～大荒戸 1．0

7 山岸　貞雄（松之山A） 4．11 41以上男 大荒戸～堺　　松 1．0

8 高橋トモ子（松　里A） 3．10 18～30女 堺　　松～松之山 1．0

9 井川　勝博（布　川A） 5．04 中学生男 松之山～坂　　下 1．8

10 村山　幸夫（布　川A） 8．41 18～30男 坂　　下～五十子平 2．2

11 小堺モト子（浦　田A） 3．58 中学生女 五十子平～東　　川 1．3

12 相沢　義和（布　川A） 7．40 中学生男 東　　川～藤　　倉 2．0

13 高沢　保彦（松　里B） 9．57 18～30男 藤　　倉一中　　坪 2．6

14 相沢　幸一（三　省A） 7．59 高校生男 中　　坪～湯　　本 2．8

15 村山　知子（松之山A） 6．11 高校生女 湯　　本～体育館 1．7

チ
ー
ム
が
ぬ
い
た
り
ぬ
か
れ
た
り
の

接
戦
が
続
い
て
い
た
。
中
盤
の
九
区

間
か
ら
布
川
チ
ー
ム
が
頑
張
り
十
二

区
間
で
一
時
ト
ッ
プ
に
た
つ
な
ど
各

チ
ー
ム
と
も
よ
く
頑
張
り
、
最
後
の

十
五
区
間
で
激
し
い
戦
い
が
見
ら
れ
、

松
里
A
チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
、
続
い
て

十
四
区
間
ま
で
四
位
に
い
た
松
之
山

A
チ
ー
ム
が
二
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

た
。

ー
P
o
o
o
り
ー
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島
難
騎
u

「
よ
り
安
定
し
た
豊
か
な
生
活
を
」

と
い
う
わ
た
し
た
ち
の
願
い
を
実
現

す
る
た
め
に
税
金
は
、
社
会
福
祉
を

は
じ
め
、
道
路
や
下
水
道
の
整
備
、

住
宅
対
策
、
教
育
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
や
町
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、
わ
た

し
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願

う
限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
納
税
者

の
方
だ
け
で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
税
を
正
し
く
理
解
し
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
十
一
月

十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
「
税
を
知

る
週
間
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ

に
、
税
に
関
す
る
資
料
展
や
座
談
会
、

講
演
会
な
ど
の
行
事
が
全
国
的
に
行

な
わ
れ
ま
す
、

品
物
に
鯉
か
警

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か

る
酒
税
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
ゴ

ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、
ル

，，
㌧t

欲i：禰讐

ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
比
較
的
ぜ
い

た
く
な
装
飾
品
、
娯
楽
用
品
、
便
益

性
の
高
い
物
品
な
ど
に
か
か
る
税
金

で
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
品
物
の
価
格
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
、

品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●●
A
㌧｝

槍．醗

［
薩
畿
剣

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所
得

税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を
正
し

く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち
ん

と
記
帳
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
一
定
の
帳
簿
に
日
々

の
取
引
を
き
ち
ん
と
つ
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
正
確
な
所
得
や
税
額

を
計
算
し
て
申
告
す
る
人
は
、
所
得

の
計
算
上
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
青
色
申
告
と
い
い
、
現

在
で
は
、
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人

の
半
数
以
上
が
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
日
の
取
引
を
正
確

に
記
帳
し
て
お
け
ば
、
自
分
の
所
得

を
正
し
く
計
算
で
き
る
ほ
か
、
経
営

内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、
事
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
青
色
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
と

き
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
正
確
な
記
帳
に
基
づ
く
青
色
申
告

で
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
八
月
か
ら
、
納
税
申
告
書
の

提
出
や
納
税
な
ど
の
期
限
が
、
そ
の

月
の
第
二
土
曜
日
に
当
た
る
場
合
は
、

そ
の
期
限
が
、
通
常
、
翌
週
の
月
曜

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
ハ
泌

　
　
趣
轄
．

圏
圃

こ
れ
は
、

曳燭！

　
　
　
　
　
毎
月
第
二
土
曜
日
に
は

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
休
業
し
、

郵
便
局
の
窓
口
業
務
も
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
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税を知る週間

11月11日～17日

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か

る
酒
税
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、

ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
酒
税
法
で
い
う
酒
類
と
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末
酒
の
よ

う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度

以
上
の
飲
料
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
酒
税
は
、
メ
ー
カ
ー
が
製
造
場
か

ら
出
荷
す
る
と
き
に
納
税
し
ま
す
が
、

そ
の
税
金
は
、
価
格
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
、
お
酒
の

消
費
者
が
酒
税
の
負
担
者
と
な
り
ま

す
。　
ち
な
み
に
晩
酌
で
ビ
ー
ル
大
ビ
ン

一
本
飲
み
ま
す
と
一
二
七
円
の
酒
税

を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

eもo■
》
o

．
．
魍

｝
誤

お酒に含まれている税金

お　酒　の　種　類 小売価格 酒税額
清　酒　特　級　（1．8£） 2，550円 917円
清　酒　1　級　（1．8尼） 1，800円 441円
清　酒　2　級　（1．8尼） 1，350円 169円
ビ　　　ー　　　ル　　（633m尼） 265円 127円
ウイスキー特級　（760m尼） 2，770円 1，334円

ウイスキー1級　（720m尼） 1，580円 635円
ウイスキー2級　（720謡） 800円 220円

リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
パ
ー
マ
や
散
髪
代
、

学
校
や
塾
の
授
業
料
、
け
い
こ
ご
と

の
月
謝
、
修
理
代
、
商
品
の
代
金
な

ど
。●
三
年
問
腿
医
療
費
、
建
築
工
事
費

な
ど
。

●
五
年
問
“
国
税
・
地
方
税
、
水
道

料
金
な
ど
の
公
共
料
金
、
地
代
、
家

賃
、
利
息
、
月
賦
代
金
、
商
売
上
の

貸
借
金
な
ど
。

　
大
切
な
領
収
書
で
す
。
き
ち
ん
と

整
理
し
、
保
管
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

注）小売価格は、代表的な商品の一般的な価格です。

　　　　　　　　　　（昭和58年7月末現在）

効
力
が
な
く
な
る
ま
で

　
　
　
　
　
大
切
に
保
管
し
よ
う

　
領
収
書
は
金
銭
の
支
払
い
、
品
物

の
受
け
渡
し
な
ど
の
証
拠
と
な
る
も

の
で
す
。
借
金
を
返
す
と
き
や
代
金

を
支
払
う
と
き
は
、
必
ず
領
収
書
を

受
け
取
り
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

）
つ
。
　
保
管
し
て
お
く
と
、
毎
月
定
期
的

に
支
払
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
二
重

払
い
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
品
物
に
欠
陥
が
あ
っ
て
返
品

し
た
い
と
き
や
、
買
っ
た
品
物
が
送

ら
れ
て
こ
な
い
と
き
な
ど
に
も
役
立

ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
税
金
の
申
告
に

欠
か
せ
な
い
の
が
領
収
書
で
、
必
要

経
費
の
証
明
に
な
り
ま
す
。

〈
保
管
期
問
は

　
　
　
代
金
の
種
類
で
違
う
〉

　
領
収
書
は
、
代
金
の
支
払
い
義
務

が
な
く
な
る
ま
で
保
管
し
て
お
く
べ

き
で
す
。
領
収
書
を
い
つ
ま
で
と
っ

て
お
く
か
は
、
支
払
い
代
金
の
種
類

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　
主
な
領
収
書
の
保
管
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
一
年
問
“
飲
食
代
、
宿
泊
料
、
タ

ク
シ
ー
代
、
旅
客
や
貨
物
の
運
賃
、

大
工
・
左
官
の
手
間
賃
な
ど
。

●
二
年
問
“
電
気
・
ガ
ス
料
金
、
ク

藩
、

轍解製
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「
よ
り
安
定
し
た
豊
か
な
生
活
を
」

と
い
う
わ
た
し
た
ち
の
願
い
を
実
現

す
る
た
め
に
税
金
は
、
社
会
福
祉
を

は
じ
め
、
道
路
や
下
水
道
の
整
備
、

住
宅
対
策
、
教
育
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

分
野
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
金
は
、
国
や
町
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、
わ
た

し
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願

う
限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費
で

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
納
税
者

の
方
だ
け
で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ

ん
に
税
を
正
し
く
理
解
し
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
十
一
月

十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
「
税
を
知

る
週
間
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ

に
、
税
に
関
す
る
資
料
展
や
座
談
会
、

講
演
会
な
ど
の
行
事
が
全
国
的
に
行

な
わ
れ
ま
す
、

品
物
に
鯉
か
警

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か

る
酒
税
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
物
品
税
は
、
宝
石
類
を
は
じ
め
ゴ

ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、
ル

，，
㌧t

欲i：禰讐

ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
比
較
的
ぜ
い

た
く
な
装
飾
品
、
娯
楽
用
品
、
便
益

性
の
高
い
物
品
な
ど
に
か
か
る
税
金

で
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
品
物
の
価
格
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
、

品
物
を
買
っ
た
消
費
者
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●●
A
㌧｝

槍．醗

［
薩
畿
剣

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人
の
所
得

税
は
、
自
分
で
所
得
や
税
額
を
正
し

く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち
ん

と
記
帳
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
一
定
の
帳
簿
に
日
々

の
取
引
を
き
ち
ん
と
つ
け
、
そ
の
帳

簿
に
基
づ
い
て
正
確
な
所
得
や
税
額

を
計
算
し
て
申
告
す
る
人
は
、
所
得

の
計
算
上
い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
扱
い

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
青
色
申
告
と
い
い
、
現

在
で
は
、
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
人

の
半
数
以
上
が
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
日
の
取
引
を
正
確

に
記
帳
し
て
お
け
ば
、
自
分
の
所
得

を
正
し
く
計
算
で
き
る
ほ
か
、
経
営

内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、
事
業
の

発
展
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
青
色
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
帳
簿
の
つ
け
方
や
決
算
の

仕
方
な
ど
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
と

き
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
正
確
な
記
帳
に
基
づ
く
青
色
申
告

で
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
八
月
か
ら
、
納
税
申
告
書
の

提
出
や
納
税
な
ど
の
期
限
が
、
そ
の

月
の
第
二
土
曜
日
に
当
た
る
場
合
は
、

そ
の
期
限
が
、
通
常
、
翌
週
の
月
曜

日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
ハ
泌

　
　
趣
轄
．

圏
圃

こ
れ
は
、

曳燭！

　
　
　
　
　
毎
月
第
二
土
曜
日
に
は

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
休
業
し
、

郵
便
局
の
窓
口
業
務
も
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
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税を知る週間

11月11日～17日

　
税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る

身
近
な
税
金
と
し
て
、
お
酒
に
か
か

る
酒
税
や
そ
の
他
の
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま
す
。

　
酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ
う
、

ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類

に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
酒
税
法
で
い
う
酒
類
と
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を
い
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末
酒
の
よ

う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度

以
上
の
飲
料
と
な
る
も
の
も
含
ま
れ

ま
す
。

　
酒
税
は
、
メ
ー
カ
ー
が
製
造
場
か

ら
出
荷
す
る
と
き
に
納
税
し
ま
す
が
、

そ
の
税
金
は
、
価
格
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
、
お
酒
の

消
費
者
が
酒
税
の
負
担
者
と
な
り
ま

す
。　
ち
な
み
に
晩
酌
で
ビ
ー
ル
大
ビ
ン

一
本
飲
み
ま
す
と
一
二
七
円
の
酒
税

を
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

eもo■
》
o

．
．
魍

｝
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お酒に含まれている税金

お　酒　の　種　類 小売価格 酒税額
清　酒　特　級　（1．8£） 2，550円 917円
清　酒　1　級　（1．8尼） 1，800円 441円
清　酒　2　級　（1．8尼） 1，350円 169円
ビ　　　ー　　　ル　　（633m尼） 265円 127円
ウイスキー特級　（760m尼） 2，770円 1，334円

ウイスキー1級　（720m尼） 1，580円 635円
ウイスキー2級　（720謡） 800円 220円

リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
パ
ー
マ
や
散
髪
代
、

学
校
や
塾
の
授
業
料
、
け
い
こ
ご
と

の
月
謝
、
修
理
代
、
商
品
の
代
金
な

ど
。●
三
年
問
腿
医
療
費
、
建
築
工
事
費

な
ど
。

●
五
年
問
“
国
税
・
地
方
税
、
水
道

料
金
な
ど
の
公
共
料
金
、
地
代
、
家

賃
、
利
息
、
月
賦
代
金
、
商
売
上
の

貸
借
金
な
ど
。

　
大
切
な
領
収
書
で
す
。
き
ち
ん
と

整
理
し
、
保
管
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

注）小売価格は、代表的な商品の一般的な価格です。

　　　　　　　　　　（昭和58年7月末現在）

効
力
が
な
く
な
る
ま
で

　
　
　
　
　
大
切
に
保
管
し
よ
う

　
領
収
書
は
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の
支
払
い
、
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物
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受
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渡
し
な
ど
の
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も

の
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す
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を
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き
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代
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払
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は
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収
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、
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に
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し
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つ
。
　
保
管
し
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お
く
と
、
毎
月
定
期
的

に
支
払
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
二
重

払
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な
ど
を
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ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
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物
に
欠
陥
が
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っ
て
返
品

し
た
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と
き
や
、
買
っ
た
品
物
が
送
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て
こ
な
い
と
き
な
ど
に
も
役
立

ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
税
金
の
申
告
に
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が
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収
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で
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必
要
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に
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で
保
管
し
て
お
く
べ

き
で
す
。
領
収
書
を
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つ
ま
で
と
っ

て
お
く
か
は
、
支
払
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代
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の
種
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に
よ
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て
違
い
ま
す
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主
な
領
収
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の
保
管
期
間
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の

と
お
り
で
す
。
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年
問
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代
、
宿
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タ

ク
シ
ー
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、
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の
運
賃
、

大
工
・
左
官
の
手
間
賃
な
ど
。

●
二
年
問
“
電
気
・
ガ
ス
料
金
、
ク

藩
、

轍解製



I
o
り
霧
1

昭和58年11月10日　””1”1”1”1”””1”””1“”1””””II”””1””lll”IIlil”””II”ll”Illlllll”li”””lll””II“1””1”II”1””II”ll”1”1””1”“ll川”””1”””1”1”【10】

出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の
あ
っ

た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
出
稼

ぎ
で
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と

き
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、
死
亡

し
た
時
な
ど
）
は
、
必
ず
十
四
日
以

内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出
か
け

る
前
に
役
場
の
国
保
係
か
ら
社
会
保

険
加
入
の
証
明
用
紙
を
も
ら
い
、
会

社
か
ら
証
明
を
受
け
て
役
場
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な
た

の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪
失
届

け
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の
保
険

証
を
係
に
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

会社に勤めたり、やめた

りして健康保険が変わっ

たときは、その手続きを

しましょう。

、．鶴
　け　　　　　、、
、　　さ，　イ｝巧

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原

則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の
旅
行

な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修
学
の
た

め
他
の
市
町
村
に
住
む
と
い
う
よ
う

　
　
　
　
す
、
チ

幻
矯
瓢

　
　
　
　
＼
6

　
　
　
　
　
　
σ
フ
～

　
　
　
　
　
　
7

な
場
合
は
、
一
世
帯
一
枚
の
保
険
証

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一
枚

の
保
険
証
の
交
付
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ

ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の
あ
る

方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に
被
扶
養

者
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家
』

族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」

を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に
は

国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚
の
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国
保
の
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

炊飯器

　
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
お
米
を
少
々
と

た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
ま
す
。
そ
し

て
ふ
つ
う
の
水
加
減
を
し
た
内
が
ま

の
中
へ
入
れ
て
お
き
ま
す
と
、
お
か

ゆ
と
ご
飯
が
同
時
に
で
き
ま
す
。

　
カ
ッ
プ
が
小
さ
す
ぎ
る
と
ひ
っ
く

り
返
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

おかゆとご飯が

　　　一緒に炊ける

ホッカホッカの

　　おいもふかしに

　
　
ヂ
ロ

ど

・
｝
・
㌶

畠
O　
卍
．

■

OO
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茶
碗
む
し
、
た
ま
ご
豆
腐
、
プ
リ

ン
に
す
が
で
き
な
い
よ
う
に
つ
く
る

に
は
、
温
度
を
九
十
五
度
ぐ
ら
い
に

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
内
な
べ
の
中
に
、
新
聞
紙
二
～
三

枚
を
し
く
と
九
十
五
度
の
温
度
に
な

り
ま
す
。
一
～
三
回
テ
ス
ト
し
て
新

聞
紙
の
枚
数
を
決
め
て
お
く
と
、
い

つ
で
も
失
敗
せ
ず
に
で
き
ま
す
。

　
直
接
炊
き
式
は
水
を
入
れ
、
す
の

子
を
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
い
も
を
な
る
べ
く
蒸
気
の
通
り

や
す
い
よ
う
に
、
一
個
を
三
つ
く
ら

い
に
切
っ
て
内
な
べ
に
入
れ
ま
す
。

外
が
ま
に
は
水
を
注
ぎ
、
内
な
べ
が

軽
く
浮
き
あ
が
る
と
こ
ろ
で
止
め
ま

す
。
あ
と
は
、
ふ
た
を
し
て
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
だ
け
で
す
。

　
直
接
炊
き
式
ば
水
を
入
れ
、
す
の

子
を
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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冬
の
訪
れ
は
早
い
が

　
　
　
二
月
は
暖
か
く
な
る

　
新
潟
地
方
気
象
台
は
十
月
二
十
日

寒
冷
期
の
三
カ
月
予
報
を
発
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
冬
は
寒
さ

の
訪
れ
が
早
く
、
前
半
は
寒
く
降
雪

量
が
多
く
十
二
月
末
か
ら
一
月
前
半

に
は
一
時
大
雪
の
恐
れ
が
あ
る
。
し

か
し
一
月
後
半
に
は
寒
さ
が
ゆ
る
み

二
月
は
暖
か
く
な
る
み
こ
み
だ
そ
う

で
す
。

▽
十
一
月
の
予
報

（
騨
議
ジ
。
）

　
は
じ
め
は
暖
か
な
晴
天
の
日
も
あ

り
ま
す
が
、
後
半
に
は
季
節
風
が
強

ま
っ
て
し
ぐ
れ
る
日
が
多
く
な
る
で

し
ょ
・
つ
。

　
ナ
ニ
　
の
　
　

（
概
雛
雛
羅
舛
裸
）

　
時
々
季
節
風
が
強
ま
っ
て
、
し
ぐ

れ
や
雪
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

▽
一
月
の
予
報

（
気
温
、
降
水
量
、
日
照
、
並
み
。
）

　
前
半
は
季
節
風
が
強
く
雪
の
日
が

多
い
で
し
ょ
う
。
一
時
大
雪
の
恐
れ

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
は
次
第
に

寒
さ
は
、
ゆ
る
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。
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然
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分
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長
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（
布
川
セ
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ー
）
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察
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（
2
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ま
で
）
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献
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・
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・
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▽
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号
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地
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場
整
備
第
五
次
（
天
水
越
）

　
高
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組
・
　
　
　
　
一
九
〇
万
円

▽
振
第
十
二
号
・
林
産
集
落
振
興
・

　
栽
培
地
造
成
（
天
水
島
）
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橋
組
　
　
　
　
　
三
二
五
万
円

▽
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十
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号
・
林
道
災
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復
旧
、

中
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大
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寺
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七
三
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円
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▽
十
一
月
十
七
日

o
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

○
赤
倉
・
坪
野
・
五
十
子
平
・
東
川

　
下
蝦
池
・
上
蝦
池
・
藤
倉
・
中
尾

東
山
。

▽
十
一
月
十
八
日

○
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

　
水
梨
の
全
部
と
小
谷
の
一
部
。

□
新
婚
さ
ん

□
・
つ
ぶ
戸

　
樋
口
直
秀
（
湯
本
・
勇
の
長
男
）

　
小
野
塚
純
也
（
下
蝦
池
・
光
春
の
二
男
）

■
お
く
や
み

　
高
沢
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ミ
㈲
（
豊
田
・
藤
助
）

　
佐
藤
　
タ
ケ
⑬
（
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水
越
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）
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野
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松
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㈹
（
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池
・
嘉
六
）

　
佐
藤
　
フ
ジ
㈹
（
天
水
越
・
横
道
）

□
人
口
の
動
き
（
十
一
月
一
日
）
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（
娚

世
帯
数

　
ヤ
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ニ
　

＝
い
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獄
）

一
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三
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出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の
あ
っ

た
時
（
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
出
稼

ぎ
で
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と

き
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、
死
亡

し
た
時
な
ど
）
は
、
必
ず
十
四
日
以

内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出
か
け

る
前
に
役
場
の
国
保
係
か
ら
社
会
保

険
加
入
の
証
明
用
紙
を
も
ら
い
、
会

社
か
ら
証
明
を
受
け
て
役
場
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な
た

の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
喪
失
届

け
を
し
て
い
た
だ
き
、
国
保
の
保
険

証
を
係
に
返
し
て
も
ら
い
ま
す
。

会社に勤めたり、やめた

りして健康保険が変わっ

たときは、その手続きを

しましょう。

、．鶴
　け　　　　　、、
、　　さ，　イ｝巧

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
に
一
枚
が
原

則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の
旅
行

な
ど
の
場
合
、
あ
る
い
は
修
学
の
た

め
他
の
市
町
村
に
住
む
と
い
う
よ
う

　
　
　
　
す
、
チ

幻
矯
瓢

　
　
　
　
＼
6

　
　
　
　
　
　
σ
フ
～

　
　
　
　
　
　
7

な
場
合
は
、
一
世
帯
一
枚
の
保
険
証

で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
特
に
も
う
一
枚

の
保
険
証
の
交
付
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ

ま
す
と
、
世
帯
主
や
扶
養
者
の
あ
る

方
は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に
被
扶
養

者
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家
』

族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」

を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
に
は

国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚
の
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
国
保
の
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

東
北
電
力
の

　
　
　
　
電
気
知
恵
袋

炊飯器

　
ア
ル
ミ
カ
ッ
プ
に
お
米
を
少
々
と

た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
ま
す
。
そ
し

て
ふ
つ
う
の
水
加
減
を
し
た
内
が
ま

の
中
へ
入
れ
て
お
き
ま
す
と
、
お
か

ゆ
と
ご
飯
が
同
時
に
で
き
ま
す
。

　
カ
ッ
プ
が
小
さ
す
ぎ
る
と
ひ
っ
く

り
返
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

おかゆとご飯が

　　　一緒に炊ける

ホッカホッカの

　　おいもふかしに

　
　
ヂ
ロ

ど

・
｝
・
㌶

畠
O　
卍
．

■

OO

繍己

　
茶
碗
む
し
、
た
ま
ご
豆
腐
、
プ
リ

ン
に
す
が
で
き
な
い
よ
う
に
つ
く
る

に
は
、
温
度
を
九
十
五
度
ぐ
ら
い
に

す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
内
な
べ
の
中
に
、
新
聞
紙
二
～
三

枚
を
し
く
と
九
十
五
度
の
温
度
に
な

り
ま
す
。
一
～
三
回
テ
ス
ト
し
て
新

聞
紙
の
枚
数
を
決
め
て
お
く
と
、
い

つ
で
も
失
敗
せ
ず
に
で
き
ま
す
。

　
直
接
炊
き
式
は
水
を
入
れ
、
す
の

子
を
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
い
も
を
な
る
べ
く
蒸
気
の
通
り

や
す
い
よ
う
に
、
一
個
を
三
つ
く
ら

い
に
切
っ
て
内
な
べ
に
入
れ
ま
す
。

外
が
ま
に
は
水
を
注
ぎ
、
内
な
べ
が

軽
く
浮
き
あ
が
る
と
こ
ろ
で
止
め
ま

す
。
あ
と
は
、
ふ
た
を
し
て
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
だ
け
で
す
。

　
直
接
炊
き
式
ば
水
を
入
れ
、
す
の

子
を
敷
い
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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冬
の
訪
れ
は
早
い
が

　
　
　
二
月
は
暖
か
く
な
る

　
新
潟
地
方
気
象
台
は
十
月
二
十
日

寒
冷
期
の
三
カ
月
予
報
を
発
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
冬
は
寒
さ

の
訪
れ
が
早
く
、
前
半
は
寒
く
降
雪

量
が
多
く
十
二
月
末
か
ら
一
月
前
半

に
は
一
時
大
雪
の
恐
れ
が
あ
る
。
し

か
し
一
月
後
半
に
は
寒
さ
が
ゆ
る
み

二
月
は
暖
か
く
な
る
み
こ
み
だ
そ
う

で
す
。

▽
十
一
月
の
予
報

（
騨
議
ジ
。
）

　
は
じ
め
は
暖
か
な
晴
天
の
日
も
あ

り
ま
す
が
、
後
半
に
は
季
節
風
が
強

ま
っ
て
し
ぐ
れ
る
日
が
多
く
な
る
で

し
ょ
・
つ
。

　
ナ
ニ
　
の
　
　

（
概
雛
雛
羅
舛
裸
）

　
時
々
季
節
風
が
強
ま
っ
て
、
し
ぐ

れ
や
雪
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

▽
一
月
の
予
報

（
気
温
、
降
水
量
、
日
照
、
並
み
。
）

　
前
半
は
季
節
風
が
強
く
雪
の
日
が

多
い
で
し
ょ
う
。
一
時
大
雪
の
恐
れ

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
半
は
次
第
に

寒
さ
は
、
ゆ
る
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。
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▽
十
一
月
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日
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午
前
九
時
か
ら
午
後
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ま
で

　
水
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の
全
部
と
小
谷
の
一
部
。

□
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さ
ん
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・
つ
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直
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東頸5町村の電話

⑫
一
｝
¢

11

月
3
0
日
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
5
ケ
タ
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
つ
な
が
る

　
十
一
月
三
十
日
午
後
二
時
か
ら
、

町
内
と
東
頸
五
町
村
（
松
之
山
町
・

松
代
町
・
大
島
村
・
安
塚
町
・
浦
川

原
村
）
相
互
間
の
電
話
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

　
松
之
山
町
内
ど
う
し
の
通
話
は
、

今
ま
で
の
番
号
の
前
に
局
番
「
六
」

が
つ
き
ま
す
。

　
牧
村
を
除
く
郡
内
ど
う
し
の
通
話

は
、
市
外
局
番
（
〇
二
五
五
九
）
が

不
要
と
な
り
、
現
在
の
十
ケ
タ
か
ら

五
ケ
タ
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
、

つ
な
が
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

　
従
来
の
番
号
に
局
番
「
六
」
が
つ

き
ま
す
。

　
町
内
の
通
話
は
、
局
番
「
六
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
続
い
て
今
ま
で
の
番
号

を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
は
現
在
の

四
ケ
タ
が
五
ケ
タ
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
の
番
号
だ
け
で
は
、
つ
な
が

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
番
号
は
　
6
ー
×
×
×
×

　
市
外
局
番
〇
二
五
五
九
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
局
番
と
番
号
（
従
来
の
番
号
）
を

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
つ
な
が
り
ま

す
。
安
塚
町

松
代
町

浦
川
原
村

大
島
村

2
1
×
×
×
×

3
1
×
×
×
×

7
i
X
×
×
×

8
ー
×
×
×
×

9
1
X
×
×
×

4
ー
×
×
×
×

　
市
外
局
番
〇
二
五
五
九
が
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
局
番
と
番
号
、
五
ケ
タ
（
6
1
×
×

×
x
）
で
つ
な
が
り
ま
す
。

　
東
京
・
新
潟
・
上
越
な
ど
東
頸
五

町
村
以
外
へ
の
通
話
は
、
今
ま
で
と

同
じ
で
す
。

※
名
刺
や
年
賀
状
の
印
刷
に
は
、
新

　
し
い
電
話
番
号
で
表
示
し
ま
し
ょ

　
う
。

電
話
（
〇
二
五
五
九
）
六
ー
×
×
×
×

※
お
問
い
合
せ
は
松
之
山
電
報
電
話

　
局
六
ー
二
二
〇
〇
へ
。


